
 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆幹部教職員は、防災マニュアルを自分のデスク内に必ず保管すること。防災マニュアルは、 

 本学ホームページにも掲載。 

ＵＲＬ：https://www.u-shizuoka-ken.ac.jp/campuslife/support/disaster-prevention/ 

◆防災マニュアルは、有事に備え次の場所にも保管します。 

第３会議室（はばたき棟３階）、総務室（はばたき棟２階）、守衛室（はばたき棟１階)、防

災センター（はばたき棟地下１階） 

 
 
 

☆ 災害が発生したら･･･防災センター（草薙）又は警備員室（小鹿）※２４時間対応 

℡ 【草薙キャンパス】（内線）５１１０ （外線）０５４－２６４－５１１０ 

℡ 【小鹿キャンパス】（内線）２６２３ （外線）０５４－２０２－２６２３ 

☆ 火災が発生したら･･･消防署 

℡ 【学内】（０発信）１１９ 【学外】（局番なし）１１９ 

★静岡県内で震度 5 強以上の揺れを観測した場合は、安否情報システムで安否情報の

報告を行うこと！下記 URL 又は QR コードよりアクセスして下さい。 

 

http://anpi.shizuoka.jp/ 

 

 

静岡県立大学 

防災マニュアル 

https://www.u-shizuoka-ken.ac.jp/campuslife/support/disaster-prevention/
http://anpi.shizuoka.jp/
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 ◎ 命のパスポート 

   地震発生時に命を守るための、必要最低限の内容が記載されています。折に触れて読み返し、いざと 

いう時に慌てず行動できるようにしてください。静岡県のホームページに掲載されています。 

 

日本語 

    http://www.pref.shizuoka.jp/bousai/toukei/passport2/documents/inochi.pdf 

   英語（Life passport・English） 

       http://www.pref.shizuoka.jp/bousai/e-quakes/center/guidebook/english/guide_12.html 

   中国語（救生指南・中文简体字） 

    http://www.pref.shizuoka.jp/bousai/e-quakes/center/guidebook/chinese/guide_12.html 

   韓国語（지 진 방 재  가 이 드  북・한 국 어 ） 

    http://www.pref.shizuoka.jp/bousai/e-quakes/center/guidebook/korean/guide_12.html 

   スペイン語（Pasaporte de Vida・Espanol） 

    http://www.pref.shizuoka.jp/bousai/e-quakes/center/guidebook/spanish/guide_12.html 

      ポルトガル語（Passaporte de Vida・Portugues） 

    http://www.pref.shizuoka.jp/bousai/e-quakes/center/guidebook/portuguese/guide_12.html 

   タガログ語（Pasaporte ng Buhay・Tagalog） 

    http://www.pref.shizuoka.jp/bousai/e-quakes/center/guidebook/tagalog/guide_12.html

http://www.pref.shizuoka.jp/bousai/toukei/passport2/documents/inochi.pdf
http://www.pref.shizuoka.jp/bousai/e-quakes/center/guidebook/english/guide_12.html
http://www.pref.shizuoka.jp/bousai/e-quakes/center/guidebook/chinese/guide_12.html
http://www.pref.shizuoka.jp/bousai/e-quakes/center/guidebook/korean/guide_12.html
http://www.pref.shizuoka.jp/bousai/e-quakes/center/guidebook/spanish/guide_12.html
http://www.pref.shizuoka.jp/bousai/e-quakes/center/guidebook/portuguese/guide_12.html
http://www.pref.shizuoka.jp/bousai/e-quakes/center/guidebook/tagalog/guide_12.html
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１ 静岡県立大学（草薙ｷｬﾝﾊﾟｽ）の避難場所一覧図 

 

１ 草薙キャンパス内の避難場所 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※状況が悪化し校舎内が危険と判断されたときは、教員の指示または学内放送に従い、落ち着いて指定の 

避難場所へ避難する。 

 

薬学部棟・食品栄養科学部棟（同２号棟含む）・看護学部棟…芝生園地 

国際関係学部棟・経営情報学部棟・一般教育棟・はばたき棟・学生ホール・講堂・図書館…グラウンド 

 

２ 草薙キャンパス付近の静岡市救護所 

静岡市立清水第七中学校（清水区草薙三丁目９－２０）※搬送時上り坂なし 

静岡市立東源台小学校（静岡市駿河区国吉田６-７-４５）※搬送時上り坂あり 

避難場所 

（グラウンド） 

避難場所 

（芝生園地） 
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３ 東源台学区の広域一次避難地及び避難所 

(1) 広域避難地 地震後に発生する火災から避難者の命を保護する為の広い空間 

名称 所在地 圏域町内会・自治会 

静岡県立 

大学 

清水区有度 上原、馬走、馬走坂の上、馬走一里山、御門台、北脇、吉川、北脇新田、長崎新

田、有度公民館通り、平川地、楠、楠新田、草薙西、草薙東、草薙奥、草薙一里山、

山の手、新草薙町、上東町、材木町、草薙つつじヶ丘、草薙団地、吉川団地、谷

田、中之郷、長崎南町、長崎、七ッ新屋、堀込、馬走るりヶ丘、ハイコーポ狐ヶ崎 

(2) 一次避難地 不安や混乱を防ぎ、避難･情報伝達･応急救護等を行う為の身近な空間 

地区・学区 一次避難地 世帯数 圏域自治会・町内会 

東源台学区 東源台小学校、静岡県立大学周辺、 

東豊田中学校、東豊田中央こども園、 

草薙総合運動公園、中吉田公園、 

静岡英和学院大学 

2,699 代官町、池田山、ハイコーポ池田山、

メゾン聖ヶ丘、栗原、国吉田、サーパ

ス草薙運動場前、国吉田国道、印刷局

桃源会、中吉田、谷田、平沢、弥生町 

(3) 避難所 災害により居住場所を確保できなくなった人を受け入れる施設 

地区支部 名称 棟名称（摘要） 竣工年 延床面積（㎡） 利用可能面積（㎡） 収容可能人数 

東源台 東源台小学校 体育館（体育館） H6 915 915 305 

校舎（1階の管理棟以外） H9 5,049 1,237 412 

東源台 東豊田中学校 体育館（体育館） H17 684 684 228 

校舎（1～3年生の普通教室） S35 2,677 1,122 374 

格技場（格技場 1階） S57 880 300 100 

東源台 東豊田中央こども園 園舎（遊戯室） S53 1,065 103 34 

東源台 静岡県立大学 体育館（体育館 1階） S57 4,649 2,044 681 

東源台 静岡英和学院大学 体育館（体育館） S62 1,161 1,161 387 

【出典】静岡市地域防災計画  

 

 

東源台小学校 
東豊田中学校 
東豊田中央こども園 

中吉田公園 

静岡英和女学院大学 

   (4) 東源台学区の広域一次避難地及び避難所マップ 
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２ 静岡県立大学（小鹿ｷｬﾝﾊﾟｽ）の避難場所一覧図 

 

１ 小鹿キャンパス内の避難場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※状況が悪化し校舎内が危険と判断されたときは、教員の指示または学内放送に従い、落ち着いて 

グラウンドへ避難する。 

 

 

２ 小鹿キャンパス付近の静岡市救護所 

静岡市立西豊田小学校（静岡市駿河区曲金 2丁目 8 番 80 号） 

 

 

 

 

避難場所 

（グラウンド） 
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３ 災害時の緊急連絡先 

１ 大学への緊急連絡先（市外局番０５４） 

 【草薙キャンパス】 

名    称 電話番号 備 考 

防災センター（２４時間対応） ２６４－５１１０ はばたき棟地下１階 

守衛室（２４時間対応） ２６４－５１１１ はばたき棟１階 

学生室 ２６４－５００９ はばたき棟１階 

総務室 ２６４－５１０２ はばたき棟２階 

【小鹿キャンパス】 

名    称 電話番号 備 考 

警備員室（２４時間対応） ２０２－２６２３ 事務・図書館棟１階 

学生室 ２０２－２０５０ 事務・図書館棟３階 

 

２ 災害時情報確認手段 

発信元 URL QR コード・アカウント 

静岡県立大学 

公式サイト 
https://www.u-shizuoka-ken.ac.jp/ 

 

 

 

 

静岡県立大学 

短期大学部 

公式サイト 

https://oshika.u-shizuoka-ken.ac.jp/ 

 

 

 

 

静岡県立大学 

face book 
https://www.facebook.com/UniversityofShizuoka @UniversityofShizuoka 

静岡県立大学 

twitter 
https://twitter.com/shizu_kendai @shizu_kendai 

安否情報ｼｽﾃﾑ http://anpi.shizuoka.jp/ 次のページを参照 

 

３ 静岡市の主な災害対策関係機関（市外局番０５４） 

種 類 機関名称 電話番号 備 考 

消 防 

消防署 局番なし １１９ 火災・救急等 

静岡市駿河消防署 ２８０－０１１９  

静岡市消防局火災問合せ ０１８０－９９－５６７８  

警 察 

静岡南警察署 ２８８－０１１０  

静岡南警察署東豊田交番 ２６３－１８９９  

清水警察署草薙交番 ３４５－７５３８  

行 政 

静岡市駿河区役所（代表） ２０２－５８１１  

静岡市保健所（保健予防課） ２４９－３１７２ 消毒・防疫 

静岡市環境局（一般廃棄物担当） ２２１－１２６４ 廃棄物 

病 院 
静岡済生会総合病院 ２８５－６１７１  

静岡県立総合病院（代表） ２４７－６１１１  

気 象 静岡地方気象台 ２８６－３４１１ 地震に関する問合せ 

静岡県の緊急情報・危機管理情報のＨＰ http://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/index.html 

https://www.u-shizuoka-ken.ac.jp/
https://oshika.u-shizuoka-ken.ac.jp/
https://www.facebook.com/UniversityofShizuoka
https://twitter.com/shizu_kendai
http://anpi.shizuoka.jp/
http://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/index.html


5 
 

 ４ 安否情報システムの使い方 

学生・教職員は「静岡県内で震度５強以上」の揺れを観測した場合は、以下の手順 

のとおり安否情報システムにより安否情報の報告を行う。 

 

１ スマートフォン、携帯電話、パソコンなどで「http://anpi.shizuoka.jp/」にアクセスする。 

※大学のトップページ右下に安否情報システムへのリンクがあります。また、下記のＱＲコードから 

 もアクセス可能です。災害時に速やかに安否情報を報告できるように、安否情報システムのＵＲＬ 

をスマートフォンなどにブックマークしておいてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  下記の画面が表示されるので、「大学からのお知らせ」を確認するとともに、安否情報を入力する。 

  「大学からのお知らせ」には、安否報告の呼びかけ、大学の被災状況、休講連絡等の情報を掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①学籍番号（7 桁）または教職員番号（8 桁）を入力

する。ただし、6 桁の場合には、前に「00」を付け

て 8 桁にする。 

②誕生日の月日を入力する。 

③安否の状態をチェックする。 

 必要に応じて、コメント（120 字以内）を記入する。 

④登録ボタンを押す。 

※「学生便覧」の巻末にある「安否確認はがき」

での安否報告も可能。 

静岡県立大学安否情報 

システムＱＲコード 

 

クリック 

http://anpi.shizuoka.jp/
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１ まず、身の安全を確保 

・最初の揺れにより、瞬時の判断が必要。 

・あわてて外に飛び出さない。 
・ガラス飛散の恐れがある窓際や落下・転倒の

恐れがある家具などから離れる。 
・机やテーブルなどの下にもぐって身を守る。
このとき机などがぐらつかないよう、机など
の脚をしっかり押さえる。 

５ 地震発生時の基本行動１０カ条 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 狭い路地・崖・川べりに近づかない 

・狭い路地や塀際では、瓦などが落ちてき
たり、ブロック塀や自動販売機が倒れて
きたりすることがあるので近づかない。 

・崖や川べりは、地盤のゆるみで崩れやす
くなっている場合があるので近づかな
い。 

７ 協力しあって消火・救出・救護 

・近所で火災が発生していたり、閉じ込め
られている人がいたら、近隣住民と協力
しあって消火・救助にあたる。 

・災害時は、病院等において手当できる患
者の人数に限りがあるので、軽症者など
の処置は、お互いに協力しあって応急救
護をする。 

８ 避難は徒歩で 
・避難に車は使わない。 
・誰が何を持ち出すのか、家庭内で役割分
担を決めておく。 

・家族が離れ離れになった場合の集合先、
連絡方法を決めておく。 

９ 山崩れ・崖崩れ・津波に注意 
・山・崖崩れや津波などの危険が予想され
る地域は、避難命令を待たずにすぐに避
難を開始する。 

・海岸の近くで揺れを感じたら、津波の発
生を警戒し、すみやかに高台やビルの屋
上などに避難する。 

１０ 正しい情報を確認 

・ラジオや市町の同報無線などから正確な
情報をつかみ、的確な行動を取る。 

・デマや噂に惑わされない。 
・地震直後で携帯ラジオがない場合、カー
ラジオを利用するのも一つの方法。 

２ すばやく火の始末 

・揺れが大きい場合は無理をせず、揺れが収ま
るのを待つ。 

・揺れが小さい場合は、使用中のガス器具・ス
トーブなどを素早く消す。 

・ガス器具は元栓を閉め、電気器具はコンセン
トを抜き、ブレーカーを切る。 

３ 脱出口を確保 

・地震による家の歪みで扉が開かない場合、 
揺れを感じたら、素早く玄関・窓などを 
開けて非常脱出口を確保する。 

４ 火災を見つけたらすぐ消火（資料４参照） 

・火が天井まで燃え移る前なら消火できる 
チャンスがある。 

・消火器やバケツなどで初期消火をする。 
・消火不能な場合は、直ちに部屋のドアを 

閉め、火災が発生したことを大声で周囲に伝
えながら避難する。 

・火災で煙が発生したら身をかがめ、水で湿ら
せたハンカチなどで口をふさぎ、煙を吸い込
まないよう注意して避難する。 

５ 外へ逃げるときはあわてずに 

・揺れが収まるのを待って、周囲の状況を確か
めてから避難すること。 

・足元の散乱物や、頭上の落下物に注意して避
難する。素足はダメ。 

・電気が復旧した時、火災の原因になるので、
ブレーカーは切っておく。 
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 １ 気象庁が発表する、南海トラフ地震臨時情報について 

南海トラフ地震臨時情報（調査中） 

観測された異常な現象が南海トラフ沿いの大規模な地震と関連するかどうか調査を開始した場合 

南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒） 

「南海トラフ沿いの異常な現象への防災対応検討ワーキンググループ」において示された「半割れケ 

ース」に相当する現象と評価した場合 

南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意） 

「南海トラフ沿いの異常な現象への防災対応検討ワーキンググループ」において示された「一部割れ 

ケース」/「ゆっくりすべりケース」に相当する現象と評価した場合 

南海トラフ地震臨時情報（調査終了） 

（巨大地震警戒）、（巨大地震注意）のいずれにも当てはまらない現象と評価した場合 

   

２ 本学における（発表条件別の）行動対処 

 

（調 査 中）         ・原則として平常時の活動を継続する。 
・事務局は情報発表があった旨を、学生・教員・職員に周知する。 
・事務局は防災上重要な施設の点検を行う。 

        ・教職員と学生は、研究室等の棚が固定されていることを確認する。 
 ・教職員と学生は、避難場所を確認し、避難経路をふさぐ荷物が 

あれば撤去する。 
・教職員は自衛消防隊としての自らの任務を再確認する。 

  
（巨大地震警戒） 

                   ・すべての授業（実習及び試験を含む）を休講とし、速やかに学生 

                    を帰宅させる。 

（巨大地震注意）       ・・教職員は平常時の活動を原則中止し、自衛消防隊として学内の安 

                    全確保に努める。 

                 ・勤務時間外の場合、第一次参集要員は参集する。 

・災害対策本部を立ち上げる。本部班は任務を開始する。 

                   ・本部班以外の教職員は、災害対策本部が発災後に取り組む「災害 

                    時重要業務一覧」における自らの任務を再確認する。 

                    ・両キャンパス間、静岡県、静岡市との情報伝達体制を確保する。 

 
 
（調 査 終 了）                ・平常時の活動に戻る。 
 

６ 地震対策 

(南海トラフ地震臨時情報発表から発災まで) 

静
岡
県 

危
機
管
理
連
絡
調
整
会
議 
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３ 地震発生時の行動対処（避難活動等） 

(1) 在校中に地震が発災した場合の対応 

発災の規模、態様等に応じ、的確な判断と臨機応変の行動を取る。 
ア 第１次避難行動（教室等の学内での避難） 

地震発生直後におけるパニックの防止、火気の始末及び第１次避難行動に対する学生への指示は、 

在室中の教職員が行う。 

＜地震発生＞  

・実験、実習中の場合は、直ちに中止する。可能な場合は、素早く火気の始末を行う。 

・大きな棚や窓から離れ、机などが近くにある場合はその下に隠れて机の脚を掴み、落下物、転倒物、 

ガラス飛散等から身を守る。 

・屋外の場合は、建物から離れ、落下物に注意して、グラウンド（草薙キャンパス・小鹿キャンパス）

又は芝生園地（草薙キャンパス）に避難する。 

＜本震後＞（約 1 分後） 

・地震が収まったら、教員の指示又は学内放送に従い、落ち着いて第２次避難行動の準備をする。 

・負傷者の有無を確認する。負傷者がいた場合は、救助、応急手当を行い（資料５参照）、防災セ

ンターに通報し支援を受ける。 

・火災が発生したときは、発生場所を確認して、最寄りの火災報知機を押し、教員の指示等により

初期消火にあたる（資料４参照）。ただし、火が天井まで達している場合は、危険であるため安

易に近づかないこと。 

・教職員は自衛消防隊としての任務にあたる。 

イ 第２次避難行動（校舎外への避難） 

状況が悪化し、校舎内での避難が危険と判断されたときは、災害対策本部からの指令又は必要によ

り教職員の判断・指示のもとで、落ち着いて指定避難場所（P1･3 参照）へ第２次避難行動を開始する。

負傷者は付近にいる者が搬送する。 

避難完了後、教員は避難誘導した学生の安否を確認し、残存者の有無を学部長へ報告する。学部長

は、学部棟内の避難状況を避難者集計表（資料６参照）に取りまとめた後、学長（不在の場合は、副

学長又は事務局長）へ報告する。 

なお、学生・教職員は速やかに安否確認システム等（その他、出欠確認システム又は避難者確認カ

ードなど）で安否情報の報告を行う。 

その後、学生は、災害対策本部長（学長）からの指示事項等を聞いた後、帰宅する。（特別な事情

がある学生は申し出る） 

ウ 避難行動の種類と指定避難場所について 

区 分 避難行動の種類 指定避難場所 

学 内 

第 1 次避難行動 各教室、研究室、実習室、事務室等、在室する場所 

第 2 次避難行動（草薙） 
最寄りの避難場所（グラウンド・芝生園地）へ避難する。避難場所
到着後、避難してきた棟毎に学部・学科・学年別に整列する。 

第 2 次避難行動（小鹿） グラウンド（学年別に整列する）  

学 外 
第 1 次避難行動 実習先機関（病院、福祉施設、保健所等）が指定する場所 

第 2 次避難行動 実習先機関（病院、福祉施設、保健所等）が指定する場所 

 

(2) 在校中に火災が発生した場合（火災を発見した場合）の対応 
・大声で周囲（教職員・学生等）へ知らせる。 
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・火災報知器のボタンを押す。 

・防災センターへ通報する。 

・自主的判断、教員の指示又は学内放送の指示に従い、指定避難場所へ避難する。 
(3) 学外において地震が発災した場合の対応 

発災の規模、態様等に応じ、的確な判断と臨機応変の行動を取る。 

ア 安否の報告 

    学生及び教職員は、次のいずれかの方法で本学に安否を報告すること。 
   ・インターネットで安否情報を報告する。 
     静岡県内で震度５強以上の揺れを観測した場合は、スマートフォン・携帯電話・パソコンなどで

「安否情報システム」にアクセスし、安否情報の報告を行うこと。 

   ・「安否情報システム」にアクセスできない場合には、「安否確認はがき」で安否を報告する。 
（安否確認はがきは、学生便覧巻末に掲載）。 

  イ 教職員の参集 

    教職員は、第８章の参集基準に基づき参集し、行動対処すること。 
 
４ 休講基準 

(1) 地震による休講の基準 

地震により、キャンパス所在地（東源台地区・西豊田地区のいずれか。以下同じ。）の直近の観測点 
において、以下のいずれかの基準に該当した場合は、「休講の適用対象」のとおり草薙・小鹿両キャン 
パスを一斉休講（以下、「一斉休講」という。）とする。 
ア 震度６弱以上の地震が発生又は大津波警報が発表されたとき。 
イ 震度５弱以上の地震が発生又は津波警報が発表された状況において公共交通機関（JR 静岡駅・東 

静岡駅・草薙駅を発着する JR 線、並びに同駅を発着し大学前に停留するバス）が不通となってい 
るとき。 

ウ その他、地震の影響で学生の安全又は通学手段に重大な支障が生じているとき。 
エ 気象庁による「南海トラフ地震に関連する情報（臨時）」の発表を受け、本学において一斉休講が 

必要であると判断したとき。  
(2) 大雨・暴風等による休講の基準 

大雨・暴風等により、以下のいずれかの基準に該当した場合は、「休講の適用対象」のとおり一斉休 
講とする。 
ア 県西部（遠州北・遠州南）、県中部（中部南・中部北）、県東部（富士山南東・富士山南西）のいず 

れかに以下の警報が発表されたとき。 
ａ 警報（暴風・暴風雪） 
ｂ 特別警報（大雨・暴風・高潮・波浪・大雪・暴風雪） 

   イ キャンパス所在地において記録的短時間大雨情報の発表又は避難指示の発令があったとき。 
   ウ キャンパス所在地に避難指示が発令され、一斉休講が必要であると本学が判断したとき。 

(3) その他 

(1)、(2)に定める基準の他、自然災害や停電等により、キャンパス所在地において、学生の安全、 
授業の実施又は通学手段に重大な支障が生じていると本学が判断した場合は、一斉休講とする。 
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５ 休講の適用対象 

判 断 時 間 休講となる時間帯 

午前 ７：００現在 １、２限休講 

午前１１：００現在 ３、４、５限休講（土曜日は３、４限） 
午後 ４：００現在 ６、７限休講 

※授業開講中に休講基準に該当した場合は、授業を中断し当該時間帯を休講とする。 
  ※学外で臨地実習等を実施中に休講基準に該当した場合は、上記を原則としつつ、学部で対応を指示する。  

※集中講義等の場合は、上記を原則としつつ、各科目の開講時間帯等を考慮し休講とする。 
※大地震発生後の授業の再開については、学内外における被災の規模、様態、余震の状況及び学生への連 

絡方法等、総合的に勘案して学長が決定する。 
 
６ Ｊアラート作動時（弾道ミサイル発射時）の大学内における行動について 

国外からミサイルが発射され静岡県内への影響が予想される場合には、国からミサイル発射情報や屋内 

退避の呼びかけ等の緊急情報がＪアラートにより伝達され、その情報は、市町の防災行政無線や携帯電話・ 

スマートフォンの緊急速報メール等を通じて伝達される。 

講義中、Ｊアラートからメッセージが流れたら、講義を中断して、直ちに次の行動をとる。なお、講義 

時間以外の場合であっても、直ちに次の行動をとる。 

(1) 屋外にいる場合 

 ア 近くの校舎、体育館に避難する。 

 イ 近くに適当な建物がない場合は、物陰に身を隠すか地面に伏せ頭部を守る。 

(2) 屋内にいる場合 

 ア できるだけ窓から離れ、できれば窓の無い部屋へ移動する。 

 イ 窓を閉め、換気扇、エアコンなどを止める。 

 ウ 机の下などに身を隠す、床に伏せるなどして頭部を守る。 

※ミサイルが通過したことを確認するまでは、身を守る行動および安全な場所での待機を継続する。 

 

＜メッセージの例＞ 

「ミサイル発射。ミサイル発射。◯◯からミサイルが発射された模様です。建物の中、または地下に 

避難してください。」 

「直ちに避難。直ちに避難。直ちに建物の中、または地下に避難してください。ミサイルが落下する 

可能性があります。直ちに避難してください。」 
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７ 地震発生時の初動態勢（勤務時間内） 

学内で火災が発生した場合や、静岡市内で震度５強以上の揺れを観測した場合、教職員は自衛消防隊

の任務にあたる。 

 

１ 自衛消防隊の任務 

教職員は、以下のとおり自衛消防業務に従事する。有事に備え「所属班」と「任務」について、自衛

消防組織編成表（資料１）及び任務（本項に記載）を事前確認しておくこと。 

※緊急時には対応できる人員を十分に確保できないことが想定されるため、各班は協力して対応すること 

※上記に記載されていない任務についても、状況に応じて臨機応変に対応すること 

＜本部隊の任務＞ 

 ※災害対策本部各班の任務は資料３参照 

 

 

 

 

班 地震・火災等発生直後の任務 人命の安全確保後の任務 

通報連絡班 

１ 自衛消防活動の指揮統制、状況の把握 

２ 消防機関への通報 

３ 消防機関への情報や資料の提供、消防機関との連絡 

４ 在学者に対する指示（学内放送など） 

５ 関係機関や関係者への連絡 

６ 消防用設備等の操作運用 

７ 避難状況の把握 

８ 統括管理者、地区隊長への連絡 

災害対策本部として任務にあたる。 

（経営戦略班、総務班） 

初期消火班 

１ 出火階に直行し、屋内消火栓による消火作業に従事 

２ 地区隊が行う消火作業への指揮・指導 

３ 消防隊との連携及び補佐 

災害対策本部として任務にあたる。 

（出納班、避難住民班） 

安全防護班 

１ 火災発生地区へ直行し、防火扉、防火シャッター、 

防火ダンパー等を閉鎖 

２ 危険物等消防活動に支障となる物件が火災発生 

現場付近にある場合は撤去 

３ 非常用電源の確保、危険物施設の供給運転停止 

４ エレベーターの非常時の措置 

災害対策本部として任務にあたる。 

（施設班、避難住民班） 

 

避難誘導班 
(炊出し班) 

１ 出火階及び上階の者を優先して避難誘導 

（避難誘導員は、非常口、行き止まり通路、曲がり角 

に配置） 

２ 非常口の開放及び開放の確認 

３ 避難上障害となる物品の除去 

４ 負傷者、逃げ遅れについての情報を得た時は直ちに 

防災センターに報告 

災害対策本部として任務にあたる。 

（学生班、避難住民班） 

 

応急救護班 

１ 応急救護所の設置 

２ 負傷者の応急処置 

３ 救護所又は医療機関への搬送 

４ 救急隊との連携、情報の提供 

５ 負傷者情報、搬送情報の記録 

災害対策本部として任務にあたる。 

（学生班、支援班） 
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＜地区隊の任務＞ 

 

２ 情報伝達手段 

・学内滞在者には、学内放送および電話等で連絡を取る。 

 ・学外滞在者には、勤務時間外の対応と同様の手段で情報伝達を行う。 

 

３ 災害対策本部 

  自衛消防隊の任務により、人命の安全が確保された後、教職員は災害対策本部としての任務に就く。 

  災害対策本部については第９章に記載する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

班 地震・火災等発生直後の任務 人命の安全確保後の任務 

通報連絡班 １ 被害状況の把握、情報の収集 
２ 災害発生場所、状況等の本部隊への報告 

左記の任務の他、 
１ 研究施設の被害状況の把握、記録 
２ 二次災害の恐れのある施設等（薬

品・廃液等の保管施設、動物実験室・

飼育室、アイソトープセンター等）へ

の立ち入り禁止措置と応急処置 
３ 関係学生の安否確認 
 

災害対策本部班の指示に従い、災害対

策本部各班と連携して行動する。 
 

初期消火班 消火器、屋内消火栓等を活用した消火活動 

安全防護班 

１ 防火扉、防火ダンパー等の操作補助 
２ ガス、危険物、火気仕様設備等に対する応急防護 

措置 
３ 倒壊危険箇所への立ち入り禁止措置 
４ 活動上支障となる物件の除去 

避難誘導班 
(炊出し班) 

１ 拡声器、メガホン等を活用した避難誘導 
２ 避難状況の確認及び本部隊への報告 

応急救護班 
１ 負傷者の救出及び学内応急救護所への搬送 
２ 負傷者の救護所又は医療機関への搬送 
３ 負傷者の応急処置 
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８ 地震発生時の初動態勢（勤務時間外） 

 １ 勤務時間外の参集体制  
(1) 参集基準 

 静岡市内で震度５強の揺れを観測した場合 第一次参集要員は草薙キャンパス（はばたき棟前）に

参集する。なお、参集にあたっては、自身と家族の安全を最優先とする。 

※第一次参集要員以外の教職員は、参集連絡がない限り自宅待機、又は地域の防災活動に参加する。

遠方者など出勤できない場合も同様とする。ただし、研究室や事務局の様子を確認する目的等で参集

することは許可する。 

 静岡市内で震度６弱以上の揺れを観測した場合 全教職員（常勤のみ）は草薙キャンパス（はばた

き棟前）に参集する。なお、参集にあたっては、自身と家族の安全を最優先とする。草薙キャンパス

への参集が不可能かつ小鹿キャンパスへの参集が可能な職員は、小鹿キャンパス（短期大学部学生ホ

ール）に参集する。両キャンパスへの参集が不可能な教職員は、地域の防災活動に参加する。 

 

 (2) 第一次参集要員  

草薙キャンパスはばたき棟を中心に半径２km圏内に居住する教職員（常勤のみ）と、幹部教職員（学 

長、副学長、各学部長、各副学部長、各研究科長、各研究院長、学府長、附属図書館長、学生部長、学 

生部副部長、事務局長、事務局各部長、事務局各室長）で構成する。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

半径２km以内に含まれる地域 

草薙、草薙北、草薙杉道、草薙一里山、谷田、国吉田、御門台、中之郷、弥生町、馬走、馬走坂の上、 

楠新田、長崎南町、中吉田、有度本町 

番地により、半径２km以内に含まれる地域 

上原、馬走北、今泉、船越町、船越、平沢、聖一色、長崎、瀬名川、栗原、七ツ新星、楠、鳥坂、池田、 

古庄、北矢部、有東坂、平川地、半左衛門新田 
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  (3) 参集手段等  

   参集手段  公共交通機関、徒歩、二輪車（自転車、バイク等） 

   参集経路  公共交通機関が停止した場合を想定し、自宅から勤務地までの経路を各自で事前に 

確認し、震災に備える。 

   参集の免除 参集に支障のある本人及び家族の傷病、慶弔休暇、介護休暇、育児休暇、休職、 

停職、免職、産前産後休暇等の事由がある者及び妊婦は参集しなくて良い。 

ただし、安否情報システムを用いて、安否情報を大学に提供する。 

 

２ 第一次参集要員の任務  

(1) 人命の安全確認・建物の被害状況確認 

   ア 守衛室職員、防災センター職員と協力して学内にいる人の安全を確認する。 

イ 学内に救助を必要とする人を発見した場合には、守衛室職員、防災センター職員と協力して、自

らの安全を守りながら救助を行う。 

   ウ 建物の損傷を目視で確認し、災害対策本部又は防災センターへ報告する。建物の損傷が甚大な場

合は、立入禁止区域として人が立ち入らないように措置を講じる。 

   エ 火災を発見した場合は、可能な範囲内で初期消火をする（消火器の使い方は防災マニュアル資料

４参照）。火が天井まで達している場合は、危険であるため安易に近づかずに、大声で周囲に伝え

ながら避難する。その後、速やかに防災センターに状況を報告する。 

オ 夜間の場合、室内は危険が伴うため建物内への無理な侵入は避ける。 

(2) 教職員への情報伝達 

   ア 必要に応じて緊急連絡網等により、参集等について連絡する。連絡先の者が不在の場合は、次順 

位者へ連絡する。 

   イ 情報伝達手段には「電話」、「メール」等を使用する。緊急連絡網を使用した場合には、下記の伝 

達経路で受信完了報告を行う。 

《受信了報告の伝達経路》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 全体及び各部局の緊急連絡先を次の２か所に保管する。 

   ・衛星携帯電話収納ボックス（総務室金庫脇のラックに置いてある透明のボックス） 

・守衛室（はばたき棟１階） 
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副本部長（事務局長） 経営戦略班
（補佐・経営戦略部長） （経営財務室・経営人事室・監査室）

総務班
（総務室）

副本部長（副学長） 施設班
（補佐・総務部長） （施設室・図書館スタッフ）

出納班
（出納室）

本部長 副本部長（副学長） 広報班
（学長） （補佐・教育研究推進部長） （広報・企画室　広報スタッフ）

避難住民班
（広報・企画室、地域・産学連携推進室）

副本部長（副学長） 学生班
（補佐・学生部長） （学生室、キャリア支援室、

　入試室、国際交流室）
医療班
（健康支援センター）

薬学部教員

食品栄養科学部教員
副本部長（副学長）
（補佐・各学部長） 国際関係学部教員

経営情報学部教員
学府長、附属図書館長

看護学部教員

   各研究科長、各研究院長

本部班

小鹿支部長（短期大学部部長） 小鹿支部

９ 災害対策本部 

  

１ 災害対策本部の設置 

   次のいずれかの場合に静岡県立大学災害対策本部ならびに小鹿支部を設置する。災害対策本部の設置 

後、解散に至るまで、災害対策本部の権限が他の通常権限に優先する。 

(1) 静岡市内において震度５強以上の地震が発生した時。 

(2) 南海トラフ地震発生の可能性が平常時と比べて相対的に高まった旨が気象庁から発表され、静岡 

県危機管理連絡調整会議において緊急性が高いと判断された時。 

(3)  学長が危機事案の重大性や拡大性を勘案し、被害が複数の部局に関連し、全学的な対応が必要で 

あると判断した時。 

２ 組織図 

 (1) 災害対策本部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 防災センター職員は安全防護班長（施設室長）の指示により、必要な場所に派遣する。 

※ 各室の非常勤嘱託員は、各室長の指示に従い行動する。 
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副支部長 総務班
（事務部長） （短大総務室、出納室駐在、広報・企画室駐在）

本部長 支部長 副支部長 学生班
（学長） （短期大学部長） （学生部長） （短大学生室、短大キャリア支援センター）

（学生室駐在、キャリア支援センター駐在）
医療班
（健康支援センター分所）

副支部長 図書館班
（附属図書館長） （附属図書館）

副支部長 看護学部・看護学研究科教員
(小鹿駐在の看護学部長 （小鹿キャンパス駐在）
　　　または副学部長)

一般教育等教員

歯科衛生学科教員
副支部長

（副部長） 社会福祉学科教員

こども学科教員

支部班

(2) 小鹿支部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 災害対策本部長・小鹿支部の代理者及び代理順位 

 (1) 災害対策本部 

 ①副学長（危機管理担当） 

 ②事務局長 

(2) 小鹿支部長 

①短期大学部副部長 
②短期大学部事務部長 

 
４ 設置場所 

以下の場所を他に優先させ設置場所とする。指定の場所に設置が出来ない場合は、他の場所を優先的

に確保する。 

(1) 災害対策本部 

静岡県立大学草薙キャンパス はばたき棟 ３階 第３会議室 

(2) 小鹿支部 

   静岡県立大学短期大学部 事務・図書館棟３階 第２会議室 

 

５ 設営手順  

    設営は災害対策本部総務班が中心となって行う。 

(1) 会議室を開錠する。鍵は施設室保管のものを使用するか、防災センターで借りる。 
(2) 外部の状況が分かるよう、カーテンを開放する。 

  (3) 備品庫にある「災害対策本部物品一覧」をもとに、必要備品を揃える。 
(4) 災害対策本部室内配置図に従い備品を配置する。 

    ※電話回線ハブは４台に繋ぐことができるよう、中央に設置する。 
  (6) ラジオとテレビのスイッチを入れる。 



17 
 

  (7) 電話を配線し、通話音を確認して待機する。電話機の近くに伝言紙と筆記用具を用意する。 
    電話の繋ぎ方は、備品庫内の写真を確認する。 

(8) 無線機、衛星携帯電話のスイッチを入れて待機する。 

無線機、衛星携帯電話は総務室金庫脇のラックに保管している。 

(9) 各種電子機器（パソコン、複合機）を設置、起動する。 

※停電時は非常用電源設備が稼働する。 

※テレビ、パソコン、照明を優先的に通電させ、状況をみて複合機、非常用電話等に通電させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パソコン 

有線 LAN 
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６ 各班の構成及び任務                        ※詳細は資料３を参照   

班 構 成 任 務 

本部班 幹部教職員 
・情報の収集、整理、分析 

・危機事案の対応策を検討、立案、決定 

経営戦略班 

経営財務室 

経営人事室 

監査室 

・本部班の補助 

・文部科学省、静岡県、静岡市等、関係機関との連絡調整 

・要員の確保 

・義援金の運用 

・必要物資の調達 

総務班 総務室 

・災害対策本部の設営 

・教職員の安否確認 

・キャンパス間の連携 

・備蓄物資の確認、管理 

・情報システムの復旧 

施設班 
施設室 

図書館スタッフ 

・施設の被災状況確認及び施設被害への対応 

・周辺施設への支障（火災の発生、有害物質の流出）の防止 

・ライフライン（電気、ガス、水道、電話）の確保 

・図書館来館者の安全確保 

出納班 出納室 ・本学資産の被害状況確認、保全及び維持  

広報班 
広報・企画室 

（広報担当） 

・報道機関対応 

・対外情報発信 

・静岡市と連携し、周辺住民に対応 

避難住民班 

広報・企画室 

（企画・学務担当） 

地域・産学連携推進室 

・学内の帰宅困難者対応 

・自治体や静岡市と連携し、一時避難施設運営 

・実習施設との連絡調整 

・研究上の被害状況確認 

学生班 

学生室 

入試室 

キャリア支援室 

国際交流室 

・学生の安全確保 

・学生の安否確認 

・帰宅困難学生への対応 

・学生への情報発信 

・受験者対応 

支援班 健康支援センター 

・傷病者のトリアージ、応急処置 

・市の救護所及び救護病院への搬送指示 

・ストレス反応に対する心理的サポート 

小鹿支部 
総務班 

短期大学部 総務室 
 
県大出納室(小鹿駐在） 
県大広報・企画室(小鹿

駐在） 

・災害対策本部小鹿支部の設置、会議運営 
・文部科学省、静岡県、静岡市等、関係機関との連絡調整 
・情報システムの復旧 
・教職員の安否確認 
・施設の被災状況確認及び施設被害への対応 
・周辺施設への支障（火災の発生、有害物質の流出）の防止 
・ライフライン（電気、ガス、水道、電話）の確保 
・本学資産の被害状況確認、保全及び維持 
・救援物質の受け入れ調整 
・報道機関への対応 
・対外情報発信 
・静岡市と連携し、周辺住民に対応 
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・学内の帰宅困難者対応 
・自治体や静岡市と連携し、一次避難施設運営 

小鹿支部 
学生班 

短期大学部 学生室 
・学生の安否確認 
・学生の安全確保 
・受験者対応 

小鹿支部 
医療班 

健康支援ｾﾝﾀｰ分所 ・負傷者対応 

小鹿支部 
図書館班 

短期大学部 
附属図書館 

・施設の被災状況確認及び施設被害への対応 

 

７ 災害対策本部設置の周知 

災害対策本部が設置された場合は、学内放送、メール、大学ホームページ等で学内へ周知し、関係機

関等へ伝達する。なお、メールやホームページ等の情報通信機器の使用ができない場合は、構内掲示板

等への掲示により行う。 

 

８ 収束時（事後） 

(1) 災害対策本部の解散 

災害対策本部長（学長）の終息の宣言をもって災害対策本部は解散し、必要に応じて危機管理委員

会に移行する。災害対策本部が解散された場合は、学内放送、メール、大学ホームページ等で学内へ

周知し、関係機関等へ伝達する。 

(2) 記録 

緊急対応事項を時系列で記録・整理する。 

(3) 評価・分析と再発防止策 

専門部会において、緊急対応の評価を実施し、必要に応じて事業継続計画や防災マニュアルの見直

しを行う。 
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１０ 学内備蓄状況（草薙キャンパス） 

 

 県立大学（草薙キャンパス）では、下図のとおり非常食や防災用品などの備蓄を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

学生ホール 2階倉庫 4 

（非常食） 

一般教育棟地下 

一般教育棟外物置 

（防災用品） 

体育館地下倉庫 

（非常食・防災用品） 

看護学部棟 3階 

男女共同参画推進センター 

（非常食） 
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１１ 学内備蓄状況（小鹿キャンパス） 

 

 県立大学（小鹿キャンパス）では、下図のとおり非常食や防災用品などの備蓄を行っています。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事務・図書館棟地下倉庫 

（非常食・防災用品） 教育棟５階倉庫 

（非常食） 
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１２ 静岡市との災害時協定 

 本学と静岡市の間で、本学が設置するグラウンド、芝生園地及び体育館を、避難地及び避難所として使

用することについて、覚書を締結している。 

 

１ 避難地及び避難所の定義 

避難地 地震に対する警戒が高まった時、又は地震が発生した時に住民が避難する場所。 

避難所 地震災害発生後に住居を失った者又は住居を失わなかったが危険で居住できない者、地

震以外の災害時に危険区域に居住する者等が避難する施設。 

 

２ 静岡市が静岡県立大学に期待すること 

・避難地（グラウンド、芝生園地）及び避難所（体育館）の提供 

・屋外トイレ設置場所（体育館の自転車置場付近）の提供 

 

３ 避難地について 

     雨天時など避難地での待機が困難な場合には、大学の判断で避難所である体育館を「一次的な 

避難所」として開放することを可能とする。 

 

４ 避難所について  

   (1) 静岡市は、静岡県立大学草薙キャンパス（以下「草薙キャンパス」という。）を災害拠点とし 

て位置付けていない。草薙キャンパス周辺における災害時の拠点（地区支部設置場所）は、 

東源台地区は東源台小学校、有度地区は有度公民館（清水有度第一小学校、清水有度第二小 

学校）である。小・中学校や公民館等で収容しきれない場合に、避難所として使用する想定。 

   (2) 避難所等の管理及び運営は、地区支部から派遣された静岡市職員及び地域の自主防災組織が 

行う。（管理及び運営を担当する東源台地区支部については（６）を参照） 

(3) 体育館を避難所として利用する際は、原則静岡市から派遣される応急危険度判定士による応 

急危険度判定後となる。 

   (4) 使用にあたり、大学は草薙キャンパス体育館の鍵を市職員に渡す。 

   (5) 夜間・休日に市職員が避難所の申請を申し出た場合、守衛室職員は総務部長に連絡する。守 

衛室職員は総務部長から指示を受けた後、市職員に草薙キャンパス体育館の鍵を渡す。その 

後、市職員が体育館を開錠する。（総務部長と連絡がつかない場合は、総務室長ほか予め指定 

した者に連絡して使用許可を得る） 

   (6) 避難所については「災害時における施設利用計画書」に記載どおりの面積を提供するが、大 

学として学生保護のために一部を使用する場合は、協議の上、お互いの使用面積を決定する。 

(7) ちなみに市の救護所には、東源台地区は東源台小学校、有度地区は清水有度第一小学校、清 

水有度第二小学校、清水第七中学校が指定されている。 

  

５ 備蓄食料の配給について 

(1) 避難住民への備蓄食料の配給は、地区支部（静岡市）で対応する。備蓄食料や物資等は、 

地区支部から避難所へ搬送される。 

(2) 地区支部からの搬送が滞った場合、本学の備蓄食料や「災害時における食糧等の確保に関 
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する協定」により学生食堂から配給される食糧を配布できることを可能とする。ただし、その 

場合は事前に電話等で駿河区本部（駿河区地域総務課）に申し出る。 

駿河区本部は、非常食の搬送状況等に鑑み、必要と判断する場合は静岡県立大学の申出を承諾 

することとする。 

(3) 避難住民に配給した食糧や薬などの物資に要する費用は、静岡市が全額負担する。ただし、大 

学が実際に配給した数量の記録を根拠資料として必要とする。 

 

６ 東源台地区支部員について 

静岡市職員は、震度5強以上の地震が発生した場合に担当の地区支部に参集する。地区支部の職員は、 

その周辺に居住する職員で構成されており、東源台地区支部員は 20名程が所属している。 

緊急連絡先 

静岡市危機管理総室（静岡市災害対策本部） 054-221-1241 

駿河区地域総務課（駿河区本部） 054-287-8683  
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１３ 大規模災害時における負傷者の搬送 

 

  大規模災害時には救急車や消防隊を呼ぶことができない。病院等は閉鎖され、地区救護所と災害拠点病 

院に医療従事者が集合する。 

負傷者のうち、応急処置が必要な者は担架等を用いて学内の応急救護所に搬送する。搬送には担架やベ 

 ルカを使用する。応急救護所で対応できない負傷者は、静岡市救護所又は災害拠点病院へ搬送する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

搬送用公用車 

体育館横に待機 

応急救護所 

公用車車庫前に設営 
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１ 草薙キャンパス 担架設置場所 

担架（  ）９か所。ベルカ（  ）は一般教育棟１階健康増進室に設置。 

 

はばたき棟１Ｆ エレベーター付近 一般教育棟１Ｆ 階段付近 
  

国際関係学部棟１Ｆ 階段付近 経営情報学部棟１Ｆ 階段付近 
  

食品栄養科学部棟１Ｆ 階段付近 食品栄養科学部２号棟２Ｆ 玄関付近 
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薬学部棟１Ｆ 階段付近 看護学部棟２Ｆ 階段付近 
  

学生ホール１Ｆ 階段付近  
  

 
２ 担架組みたて時の注意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

①折りたたまれた担架を軽く開き、片側を床に置

く。黒い持ち手の部分を掴んで、オレンジ色の布

が広がるように少し開く。 

 

②○部分の金具（長い方の辺）に足の裏を乗せ、

体重をかけて強く踏み込む 

※サンダル等だと怪我の恐れがあるため、防災靴

やスニーカーで行ってください。 

 

③反対側も同様に、金具（長い方の辺）に足の裏

を乗せ、体重をかけて強く踏み込む 
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３ 静岡市救護所と災害拠点病院草薙キャンパス 担架設置場所 

  大規模災害時、軽症者は静岡市救護所へ、中等症者ならびに重症者は災害拠点病院へ搬送する。 

(1) 静岡市救護所 

   清水第七中学校（草薙キャンパス最寄り、搬送時上り坂なし） 

   清水区草薙三丁目９－２０ 
   東源台小学校（草薙キャンパス最寄り、搬送時上り坂あり） 

   静岡市駿河区国吉田６丁目７－４５ 
   西豊田小学校（小鹿キャンパス最寄り） 
   静岡市駿河区曲金２丁目８－８０ 

(2) 災害拠点病院 

   静岡済生会総合病院（両キャンパス最寄り） 
    静岡市駿河区小鹿１丁目１－１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 搬送手段 

 静岡市救護所や災害拠点病院へ負傷者を搬送する際には、原則として公用車を使用する。公用車の 

通る道路状況を事前に確認するため自転車を使用する場合には、原則として公用自転車を使用する。 

静岡市救護所や災害拠点病院までの道路を車で通ることが出来ない場合には、リヤカーや担架、戸 

板を用いて徒歩で搬送する。搬送に使用する用具は、負傷者の状態、怪我の部位により最も適切な物 

を選択する。徒歩で搬送する場合、進行方向に足を向け、頭側を担当する人が状態を観察する。 
 

公 用 車 の 鍵 総務室キーボックスまたは公用車車庫キーボックス 
 

公用自転車の鍵 出納室鍵置き場 
 
５ 搬送者 

 搬送は教職員、学生が協力して行う。徒歩で搬送することになった場合、搬送者は原則として負傷 

者を応急救護所に運んで来た者を充てるが、多人数で搬送した方が安定するため、状況に応じて搬送 

者を追加する。 

西豊田小 
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 静岡県立大学防災マニュアル 
資料編 



災害時重要業務一覧

担当 業務名
～１時

間
～３時

間
～６時

間
～12時

間
～24時

間
～３日

目
～１週

間
優先度

本部設置
はばたき棟３階 第３会議室に参集す
る。

→ → → → → → → ◎

情報の収集
本部にもたらされた情報を整理・分
析する。

→ → → → → → → ◎

発信情報の決定
各班により各所へ発信される情報
の、公開範囲、公開内容を決定す
る。

→ → → → → → → ◎

会議開催

危機事案の対応策を検討・立案・決
定する。
その他危機等への対応に関して必要
な事項について協議する。

→ → → →

参集状況確認
教職員の参集状況を確認し、記録す
る。

→ → → → ○

関連機関への連絡
文科省、静岡県、静岡市へ連絡し、
情報共有や支援依頼を行う。

→ → → → → ◎

要員確保
交代制勤務や通勤手段確保（大学所
有バスの運行等）により、復旧に必
要となる要員を確保する。

→ →

義援金運用 義援金の受け入れ・運用を行う。 → →

学内にて必要となる物資を調達す
る。

→ → ○

救援物資等の搬出入・保管場所を確
保する。

→ → ○

救援物資、食事等の受け入れ調整を
行う。

→ → ○

職員採用試験受験者対応

試験の直前に非常事態が発生した場
合、試験実施の可否を確認し、受験
生等へ周知する。
試験中に非常事態が発生した場合、
避難誘導を行う。

→ → → → → ○

本部設営
はばたき棟３階 第三会議室に、災害
対策本部を設営する。

→

教職員安否確認
教職員の安否を確認する。（安否確
認システム等を使用）

→ → → → → → → ◎

キャンパス間連携
草薙・小鹿間の被災状況について情
報共有をする。

→ → → → ◎

備蓄物資の確認
使用可能状態の学内備蓄物資を確認
し、管理する。

→ → → → → ◎

システム被災状況確認

情報システムの被災状況を確認す
る。（「電源の復旧」と「SE・業者
の参集」がそろってからの作業開始
となる）

→ → → ◎

システム復旧

情報システムを復旧する。（学内
ネットワークの復旧には、広範囲で
の電源及びネットワーク設備の回復
が必要）

→ → → → → ○

被災状況確認
施設（土地・校舎・図書館・設備・
教職員住宅）の被災状況を確認し、
写真及び動画で記録する。

→ → → ◎

本学施設の被害への対応または対応
助言を行う。

→ → → → 〇

ライフライン（電気・ガス・水道・
電話）を確保する。

→ → → → → → → ◎

二次被害の防止
周辺施設への支障（火災発生、有害
物質の流失）を防止する。

→ → → → → ◎

(図書館スタッフ) 来館者の安全確保
図書館来館者の安全確保及び避難誘
導を行う。

→ ◎

本学資産の被害状況を確認する。 → → → ◎

本学資産の保全及び維持を行う。 → → →

納付方法検討
各種納付金（授業料等）の納付方法
を検討する。

→

出納班
（出納室）

本学資産の被害確認

施設班
（施設室） 施設被害対応

本部班

経営戦略班
（経営財務室）
（経営人事室）

（監査室） 必要物資の調達

総務班
（総務室

総務スタッフ）

（総務室
情報スタッフ）
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担当 業務名
～１時

間
～３時

間
～６時

間
～12時

間
～24時

間
～３日

目
～１週

間
優先度

HP、Twitter、Facebookを利用し、本
学の状況を学生・保護者・学外にい
る教職員向けに発信する。

→ → → → → → → ◎

各種報道機関・訪問者の対応を行
う。

→ → → → → →

本部決定事項広報 本部決定事項の広報を行う。 → → → → → → ◎

周辺住民対応
静岡市と連携し、本学へ避難してき
た周辺住民への対応を行う。

→ → → → 〇

帰宅困難者対応
学内の帰宅困難者の一時避難場所を
確保する。

→ → → → → → ◎

一時避難施設運営

学生・教職員が利用する一次避難施
設の運営を行う。
静岡市民が利用する一次避難施設は
静岡市が運営するため、避難施設運
営に関して静岡市担当との連絡調整
を行う。

→ → → → → → ◎

実習施設との連絡調整
学生が実習中の場合、実習施設に連
絡を取り、被害状況の確認を行う。
学生班と連携する。

→ → → → → ○

本部員宿泊対応
学内に宿泊する本部員の対応を行
う。

→ → → → →

研究被害調査 研究上の被害状況を確認する。 → → ◎

後援会への情報発信
学内の状況等、後援会へ情報提供を
行う。

→ →

学生の安否を確認する。（安否確認
システム等を使用）

→ → → → → → → ◎

留学生・外国人研究者の安否状況を
集約し、問い合わせに対応する。広
報班と連携する。

→ → → → → → ◎

課外活動場所の確認

学生ホール・クラブ棟など課外活動
施設の安全確認をする。学食・売店
の安全確認をする。施設班と連携す
る。

→ → → ○

帰宅困難学生の対応
学生の帰宅困難者を整理し、避難住
民班と連携して一時避難場所に案内
する。

→ → → → → → ◎

UNIVERSAL　PASSPORTや、状況によっ
ては電話・FAXを利用して、学生に向
けた情報発信を行う。

→ → → → → → → ◎

留学生・外国人研究者の不安軽減の
ため、英語等で情報提供を行う。

→ → → → → → ○

学生との連絡調整
防災サークル・ボランティア志望学
生への連絡調整を行う。

→ →

受験者への対応
受験者対応や入試に関する情報提供
を行う。

→ → → → → ◎

授業・試験の対応
授業・試験の実施について検討す
る。

→ → → ○

応急処置
傷病者のトリアージと一時救急処置
を行う。看護学部教員、学生にも協
力を求める。

→ → → → → → → ◎

搬送指示
総務班と連携し、負傷者の救護所等
への搬送を指示する。搬送状況を記
録する。

→ → → → → ◎

心理的応急処置
ストレス反応に対する心理的サポー
トをする。

→ →

支援班
（健康支援
センター）

広報班
（広報・企画室
広報スタッフ）

情報の発信

避難住民班
(広報・企画室
企画学務スタッ

フ）
（地域・産学連携

推進室）

学生班
（学生室）
（入試室）

（ｷｬﾘｱ支援室）
（国際交流室）

学生の安否確認

学生への情報発信
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被災後、優先的に復旧すべき業務一覧

担当 業務名
１時間
以内

半日
以内

１日
以内

３日
以内

１週間
以内

２週間
以内

１ケ月
以内

優先度

秘書業務を再開する。 → → → → → ◎

必要に応じ、所轄部署と連携して中期目
標・中期計画に係る業務を再開させる。

→ → ○

業務実績報告に係る業務を再開する。 → → ○

教育研究審議会の運営を再開する。 → ○

大学運営会議の運営を再開する。 → ○

役員会の運営を再開する。 → ◯

事務職員採用試験進捗状況に併せ、受験
者等の安否確認及び必要な連絡を行う。

→ → → → ◯

第一種公印の管理状況を確認し、必要な
措置を講ずる。

→ → → → ○

学内教職員の採用、退職等の手続きを再
開する。

→ → → ○

教職員に労働時間、休暇制度等の周知を
行う。必要があれば労基署宛に「労働時
間の延長」許可を申請する。

→ → → → ○

教員人事委員会の運営を再開する。 → ○

客員教授に関する業務を再開する。 → ○

ハラスメント防止対策に関する業務を再
開する。

→ → ◎

訴訟に関する業務を再開する。 → ○

教員の兼業申請受付を再開する。 → ○

死亡叙位・叙勲の該当要件に当てはまる
人物が死亡した場合、限られた時間内
（通常は２週間以内）に書類を取り揃
え、上申する。

→ → → → ◎

研修の書類受付を再開する。 →

第二種公印の管理状況を確認し、必要な
措置を講ずる。

→ → → → ○

常勤教職員の出勤状況を把握する。 → → → → ○

非常勤・臨時職員の出役確認をする。 → → → → ○

室長会議を開催する。 → ○

教職員の被災による心身の病気等に対し
て相談があれば、産業医・健康支援セン
ター看護師に相談し指示を仰ぐ。

→ → → → → ○

保管文書の紛失状況調査を行い、記録す
る。被害防止、復旧のために必要な措置
を講ずる。保管場所が危険で立ち入りで
きない場合には、危険が無くなり次第調
査を開始する。

→ → →

公用車の被害状況を確認し、使用できる
状態であれば教職員からの使用申請受付
を再開する。再開の際は教職員へ周知す
る。修理が必要な場合には、リース元や
購入元に連絡する。

→ →

車両運行管理業務委託の継続について、
契約業者と連絡調整を行う。

→ → ○

教職員の給与の支給を再開する。ただ
し、人事給与システムが利用できない場
合は、前月の振込データ等を利用して振
込みを行う。

→ → → ◎

授業の開始時期に合わせて、スクールバ
スの運行を再開する。便数や運行範囲
は、柔軟な対応を行う。再開の際は、教
職員・学生へ周知する。

→ → ○

非常勤講師委嘱に係る業務を再開する。 → 〇

多目的保育施設の運営再開に向けて施設
の損壊状況を調べ、保育士派遣業者と協
議する。

→

経営財務室

経営人事室

総務室
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担当 業務名
１時間
以内

半日
以内

１日
以内

３日
以内

１週間
以内

２週間
以内

１ケ月
以内

優先度

組合員の依頼に基づいて、共済組合員証
等の再発行受付業務を行う。（または保
険加入の証明書の発行を行う。）

→ → → → ◎

共済組合員に対し、弔慰金、災害見舞
金、埋葬料、遺族年金等の給付申請方法
を周知する。

→ → → ◎

共済組合員に対し、団体傷害保険、グ
ループ保険の申請方法を周知する。

→ → → ◎

職員の依頼に基づいて、社保保険証等の
再発行申込受付業務を行う。

→ → → → ◎

社保加入職員に対し、各種保障の給付申
請方法を周知する。

→ → → ◎

草薙⇔小鹿便を再開する。 → →

文書収発、郵便物の収受を再開する。 → → → ○

休暇の申請受付業務を再開する。 → ○

静岡県や文科省等からの重要文書類の収
受を再開する。

→ → →

出張の書類受付を再開する。 →

業務中・通勤途中に被災し負傷した者が
いた場合、労災・通勤災害の申請を行
う。

→ → ○

学内ネットワークに関する各種申請受付
を再開する。

→ → → ○

学内ネットワークの運用を再開する（物
理的にネットワークが破壊されている場
合は復旧は相当後となる）

→ → → → → ◎

メールシステムの運用を再開する。 → → → → → ◎

学務情報システムの運用を再開する。 → → → → ◎

情報セキュリティ対策を講じる。 → → → → → ◎

学内CATVの保守、運用を行う。 → ○

教職員住宅の被害拡大の防止、復旧のた
めに必要な措置を講ずる。

→ → → ○

動物実験ｾﾝﾀｰの被害拡大の防止、復旧の
ために必要な措置を講ずる。

→ → → → ◎

ｱｲｿﾄｰﾌﾟｾﾝﾀｰの被害拡大の防止、復旧の
ために必要な措置を講ずる。

→ → → → → ◎

停電の旨を教職員へ通知し、復旧後は迅
速に復旧の旨を通知する。ドライアイス
が手配できる場合には手配し、各研究室
へ配布する。

→ → → → → ○

扉、シリンダーの破損状況を確認し、防
犯上施錠が必要な箇所が壊れている場合
には暫定措置として在庫のあるシリン
ダーに付け替えてもらうよう依頼する。

→ → → → → ○

専用水道における災害時の対応につい
て、必要に応じて情報提供する。

→ → → → → → ◎

水道、ガス、電話の復旧状況を確認し、
必要な措置を講じる。

→ → → → → ◎

大量の廃棄物が出ることが予想されるた
め、廃棄物置き場を確保し、必要に応じ
て学内に情報提供する。

→ → → ○

ゲートバーが正常に動くか確認し、駐車
場の利用を再開する。

→ → → → → ○

感染性廃棄物の受け入れを開始する。 → → → → ○

被災施設の現状を確認する。 → → → → → → → ◎

被災施設に関する相談に対応する。 → → → → → → → ◎

被災施設の復旧計画を策定する。 → → → → ○

被災状況データベースを作成する。 → → → → ○

災害復旧に関する設計・積算を行う。 → → → → ○

施設室

総務室
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担当 業務名
１時間
以内

半日
以内

１日
以内

３日
以内

１週間
以内

２週間
以内

１ケ月
以内

優先度

工事現場での被災状況を把握し、対応
（工事現場での安全管理）を行う。

→ → → → → → → ◎

県への被災状況報告及び災害復旧に向け
た事務手続きを行う。

→ → → → → → ◎

文書管理
・出納室保管文書の紛失状況調査を行
い、記録する。
・被害防止、復旧のために必要な措置を
講ずる。
・保管場所が危険で立ち入りできない場
合には、危険が無くなり次第調査を開始
する。

→ → → ○

財務会計システム等復旧までの処理
システムの状況を確認し、システム復旧
まではＰＣや紙ベース等のシステム外で
業務を行う。また、復旧後はシステム外
にて処理したデータを入力する。

→ → → → → ○

インターネットバンキングシステムの復
旧。システムの状況を確認し、システム
復旧まではシステム外で業務を行う。ま
た、復旧後はシステム外にて処理した
データを入力する。

→ → → → → ◎

給与の支給（報酬・賃金）
報酬、賃金の支給を再開する。ただし、
システムが利用できない場合は、システ
ム外で業務を行い、復旧後にデータを入
力する。

→ → → ○

印章の看守
銀行届出印の管理状況を確認し、必要な
措置を講ずる。

→ 　 　 　 　 ○

現金・預金管理
金庫内の現金・預金通帳等を確認し、預
金の入出金及び残高の管理を行い、必要
な措置を講ずる。

→ → → → → ○

取引業者の入出構
火災や建物損傷の被害状況によっては、
制限を設けるなどの連絡調整を行う。

→ → → → → → → ○

入札執行に関すること
災害発生時期によっては、入札執行の有
無や実施方法の変更について、関係業者
と日程等の調整を行う。
また、納期がずれ込む場合などは教員と
の連絡調整を行う。

→ → → → → → → ○

国への会計報告等
提出期限の延長等について連絡調整を行
う。

→ ○

産学官連携に関する業務を再開する。 → → ○

共同研究及び受託研究に関する業務を再
開する。

→ → ○

科学研究費補助金に関する業務を再開す
る。

→ → ○

寄附金の受入れに関する業務を再開す
る。

→ → ◯

利益相反に関する業務を再開す
る。

→ → ○

顧問弁護士の状況確認を行う。 → → ◯

研究倫理に関すること。 → → ◯

知的財産に関する手続き状況を確認する
と共に業務を再開する。

→ → → ○

企業からの相談について延期等の連絡を
行う。

→ → → → ○

教員からの情報収集(業務継続の可能性
等)。

→ → → → ○

その時点で作成が必要な出納書類を把握
する。

→ → → → ○

施設室

地域・産学連携
推進室

(COC関連)

出納室
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担当 業務名
１時間
以内

半日
以内

１日
以内

３日
以内

１週間
以内

２週間
以内

１ケ月
以内

優先度

出納書類に係る事務再開のめどを出納室
と協議する。

→ → → → ○

出納書類に係る事務を再開する。 → → → ○

「ふじのくに」みらい共育センターの被
災状況を確認する。

→ → → → → → ○

「ふじのくに」みらい共育センター
HP(cocora)を必要に応じて更新する。

→ → → → ○

「みなくる」の被災状況を確認する。 → → → → → ○

静岡市地域福祉共生センター「みなく
る」の施設の安全確認が終了したことを
確認し、業務を再開する。

→ → ○

静岡みらい交流サテライトにおけるワー
クショップ等の企画･運営に関する業務
を再開する。
その際、連携する静岡市企画課と密に連
絡を取り、状況を報告する。

→ → ○

COCに関する会議の事務に関する業務を
再開する。

→ ○

COCに関するWeb運営業務を再開する。 → → ○

公式サイト・SNSによる情報発信 → → → → 〇

報道機関等への対応 → → → →

災害状況の記録 → → → →

必要に応じ、臨時教授会等の開催を準備
する

→ → → → → ◯

教授会等の業務を再開する。 → → → 〇

【動物実験委員会】
動物実験施設の被害状況確認、必要に応
じ臨時委員会の開催、委員会結果の関係
部署への連絡（被害拡大防止・措置依
頼）

→ → → → → → → ◎

【遺伝子組換え実験安全委員会】遺伝子
組換え実験施設の被害状況確認、必要に
応じ臨時委員会の開催、委員会結果の関
係部署への連絡（被害拡大防止・措置依
頼）

→ → → → → → → ◎

【感染症管理対策委員会】
病原性物質を扱う実験施設の被害状況確
認、必要に応じ臨時委員会の開催、委員
会結果の関係部署への連絡（被害拡大防
止・措置依頼）

→ → → → → → → ◎

公開講座の業務を再開する。 → → → 〇

高額備品の業務を再開する。 → 〇

必要に応じ、所轄部署と連携して設置申
請業務を再開させる。

→ →

受入交換留学生の生活をサポートする。 → → → → ◎

静岡健康・長寿学術フォーラム実行委員
会の公印、通帳等の管理状況を確認し、
必要な措置を講ずる。

→ → → → ○

静岡健康・長寿学術フォーラムの保管文
書の紛失状況調査を行い記録する。被害
防止、復旧のため必要な措置を講ずる。

→ → → ○

臨床研究倫理に関する業務再開 → → → ○

おおぞら基金による寄附受入れ → → → ○

外部からの安否情報の問合せに対応す
る。（交換留学生）

→ → → → → → ◎

留学生に向けて必要な情報を英語等で提
供する。

→ → → → → ◎

緊急帰国した留学生を把握する。 → ○

受入交換留学生の生活をサポートする。 → → → → ◎

地域・産学連携
推進室

広報・企画室

国際交流室

(COC関連)
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担当 業務名
１時間
以内

半日
以内

１日
以内

３日
以内

１週間
以内

２週間
以内

１ケ月
以内

優先度

外部からの安否情報の問合せに対応す
る。（日本人学生）

→ → → → → → ◎

授業期間中であれば、授業再開、時間
割、教室変更等について学内における連
絡調整を行い、速やかに学生・教職員に
周知する。（各学部の授業科目及び全学
共通科目）

→ → → → ◎

被害状況により、試験実施や成績認定方
法等について学内における連絡調整を行
い、速やかに学生・教職員に周知する。
(各学部の授業科目及び全学共通科目)

→ → → → ◎

災害の時期に応じて、学位授与審査や授
与方法について検討し、学生・教職員に
周知する。

→ → → → ○

近日中に実習等を行う学生について、実
習校等に連絡し、実習等の有無を確認す
る。延期等日程を変更する場合は早急に
調整する。(担当教員と対応を協議する)

→ → → → ○

学生の学資負担者及び自宅家屋等の被災
状況を、教務担当と協力して調査、収集
するとともに整理し、対象学生がいれば
免除の申請を促し、申請書が提出されれ
ば出納室と協力して速やかに対応する。

→ → → → ◎

被災により、奨学金を希望する学生に対
し、その学生の経済的な被害状況を把握
するとともに、日本学生支援機構と連絡
をとり、速やかに定期外採用の申請を行
う。（申請可能期限は、事実が発生した
月から12カ月以内）

→ → → → ◎

学生教育研究災害傷害保険、学研災付帯
学生生活総合保険について、東京日動火
災と協力して、被災した学生に対する補
償手続きを速やかに行う。

→ → → → ◎

委員会等の実施について、各部署と調整
し、必要な準備を行う。

→ → ○

室内共有サーバーの保守・運用を行う → → → ◎

証明書自動発行機の被害状況を確認し、
情報センターと連絡をとって対応方法を
検討する。

→ → → → ◎

教室や課外活動施設の被災状況を施設室
と調査するとともに、施設室と協力して
施設の維持・管理に努める。

→ → → → → ◎

学生の修学に関する相談の対応を行う。 → → → ◎

食堂・売店・書店の被災状況と復旧見込
みの確認を行う。

→ → → → ○

郵便物の発送業務を整備し再開させる。 → → → ○

証明書発行業務を整備し再開させる。 → → → ○

国家試験や模試などの試験日が近づいて
いる場合は、学部運営委員（教員）と協
力して各実施機関と連絡調整を行い、速
やかに学生に周知する。

→ → → → ◎

入学式・卒業式・剣祭など各種行事が近
づいている場合は、関係機関と連絡調整
を行い、速やかに学生・保護者・教職員
に周知する。

→ → → → ◎

試験実施本部・試験場本部を維持する。
関係各所との連絡調整をおこなう。試験
続行・中止の判断を行う。

→ → ◎

試験実施の有無・日程変更の有無を、受
験者やマスコミに速やかに周知する。

→ → → → ◎

入試情報システムを保全する。 → → → → 〇

入試関連文書の確認を行う。 → → → → 〇

学生室

入試室
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担当 業務名
１時間
以内

半日
以内

１日
以内

３日
以内

１週間
以内

２週間
以内

１ケ月
以内

優先度

キャリア支援センターと各学部・分所の
連携をとる。

→ →

キャリア支援委員会を開催する。 →

キャリア支援事業、就職支援事業を再開
する。

→ → → → ◎

キャリア形成科目の開講期を検討する。 → → → →

企業訪問を再開し、求人開拓員と連携を
とる。

→ →

就職支援パートナーシップについて確認
する。

→ →

学生就活サポーターと連携をとる。 →

企業の来学対応、企業との情報交換を再
開する。

→

静岡県学生就職連絡協議会及び中部学生
就職連絡協議会等と連携をとる。

→

就職支援事業の企画・実施・広報を再開
する。

→ → → → ◎

学生のインターンシップに関し、統括、
及び連絡調整を再開する。

→ → → → ○

進路登録、進路報告を再開する。 → → ○

学生のキャリア・就職相談（個別相談）
を再開する。

→ → → → → ◎

キャリア情報誌編集を再開する。 → → → ○

求人票受付入力及び求人情報の提供に関
する業務を再開する。

→ → → 〇

求人票、情報誌等の整理を再開する。 → → →

進路登録、進路報告のデータ入力を再開
する。

→ → → 〇

職員に被災者が発生した場合は総務室
(業務委託職員は紀伊國屋書店)に相談
し、必要な手続きを行う。

→ → → → → ◎

保管文書の紛失状況の把握及び記録を行
い、必要な処置を講ずる。

→ → → → → ○

図書館システムの状況を確認し、復旧ま
での処置及び蔵書の維持管理を行う。

→ → → → → → → ◎

館内施設・機器類・配架図書等の被災状
況を把握し、関係部局と連携し、復旧の
ために必要な措置を講ずる。

→ → → → → → → ◎

図書館の予算執行(出納書類に係る事務)
について出納室と協議し、再開する。

→ → → → 〇

教職員や館内施設等の被災(復旧)状況に
ついて関係部局に確認しつつ、開館を検
討(再開)する。

→ → → 〇

入館状況や学内ネットワーク状況を勘案
しつつ、参考業務や文献複写（ILL含む)
業務を再開する。

→ → → 〇

図書館広報(ホームページ運用管理含む)
に関する業務を再開する。

→ → →

館内施設等の復旧状況及び学生の学習状
況を把握し、情報リテラシー教育等各講
座を再開する。

→

機関リポジトリの構築・運営に関する業
務を再開する。

→

図書館資料の選定・発注を再開する。 →

図書館業務委託、電子ジャーナル・デー
タベース等、時期により契約に関する業
務がある場合は速やかに進める。

→ → → → → ◎

寄贈図書、後援会助成に関する業務を再
開する。

→

図書館情報委員会を開催する。 →

加盟団体等関係機関との連携をとる。 →

図書館

キャリア支援室
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担当 業務名
１時間
以内

半日
以内

１日
以内

３日
以内

１週間
以内

２週間
以内

１ケ月
以内

優先度

学生の健康増進・疾病予防に関する業務 → → → ○

学生の健康管理に関する業務 → → → ○

健康支援センターの運営に関する業務 → → → → ○

教職員の健康管理に関する業務 → ○

教職員のメンタル・身体面の相談に関す
る業務

→ ○

過重労働・ストレスチェックの実施、事
後指導・面談に関する業務

→ ○

疾病・事故に対する応急・救急処置に関
する業務

→ → → → → → → ◎

医務室常備薬・物品管理に関する業務 → → → → ◎

学生定期健康診断に関する業務 → ○

予防接種に関する業務 → ○

学生のメンタルヘルス相談に関する業務 → → → → ○

障害学生支援に関する業務 → → → ○

管理施設の備品等点検 → → ○

SALL内機材の確認 → → ○

利用する自主学生の応対を再開 → ○

センター長の指示を仰ぎ、センター臨時
会議を招集し、優先的に取り組む必要の
ある事業について協議する。

→ → → ◎

教職員に被災者が発生した場合は、総務
室に相談して必要な手続きを行う。

→ → → → → ◎

施設が被災した場合の復旧について、も
くせい会館(福利厚生課)や総務室等の関
係機関と協議する。

→ → → → → ◎

健康支援センター

SALL

グローバル地域
センター
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           火災発生時（火災発見時）の対応 
   (1) 対応 
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(2) 消火器の使用方法 
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(3) 屋外消火栓の操作方法 
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(4) 屋内消火栓の操作方法 
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災害時の応急救護 
 

応急手当の必要性と意義 
静岡県立大学 防災マニュアルの「５ 地震発生時の基本行動 10 カ条７ 協力しあって消火・救出・救護」

に記載のとおり「災害時は、病院等で手当できる患者の人数に限りがあるので、軽症者などの処置は、お互い

に協力しあって応急救護をする。」 
 

災害時のトリアージについて （参考：静岡市医師会 災害対策 https://shizuoka-city-med.or.jp/disaster/） 
多数の傷病者が同時に発生したとき、できるだけ多くの傷病者を救うため、傷病者の緊急度や重症度に応じ

て治療の優先度を決定することをトリアージといい、程度に応じた治療の場所へ搬送・誘導するためにふるい

わけ作業が行われる。（医師等がトリアージタッグ（振り分け識別票）を使用する） 
直ぐに治療を行わないと生命が危うい負傷者から先に治療し、当面は治療を行わなくても生命に別状がない

負傷者の治療は後にする。ほぼ死亡していると判断される場合や、平常時でも救命が不可能と判断される負傷

者の治療は最後になる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

災害現場で行うトリアージ 
【市民トリアージ表】  現場で市民がけが人を病院に運ぶか、救護所に運ぶかを判断するためのもの。  
被災直後の生き埋めの救出やけが人の処置や搬送は市民の仕事になる。（市民はトリアージタッグを使用しない） 
現場で救出し、多勢のけが人に最初に触れる市民がトリアージを知っていれば、その患者を病院に運ぶのか､

救護所に運ぶのか、また誰から先に運ぶのかが分かる。 これが市民トリアージの必要な理由である。 
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大規模災害時、中等症・重症者は、救護病院へ、軽傷者は静岡市救護所へ搬送する。 
大学付近の救護病院  ：静岡済生会総合病院 

大学付近の救 護 所   （静岡医師会所属の医師や医療関係者が参集して、医療救護活動を行う）   

：静岡市立東源台小学校（静岡市駿河区国吉田 6-7-45） 

：静岡市立清水第七中学校（清水区草薙三丁目 9-20） 

：静岡市立西豊田小学校（静岡市駿河区曲金二丁目 8-80） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

搬送方法 
人手が多いほど安定して運ぶことができる。可能なら担架や戸板を用いる。 
リヤカーなどを用いると良い。傷病者の状態、けがの部位により、もっとも適切 な方法を選ぶ。 
進行方向に足を向け、頭の方を持つ人が状態を観察する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西豊田小 
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病院へ搬送する損傷  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  
 
 
 
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊解説：クラッシュシンドローム（圧挫症候群） 

がれきなど重いものに腰や四肢などが長時間挟まれ、その後圧迫から 

解放されたときに起こる。 筋肉が圧迫されると、筋肉細胞が障害・壊死 

を起こし、CK、ミオグロビン、K といった毒性の高い物質が蓄積される。 

救助される時に圧迫されていた部分が解放されると、血流を通じて毒素が 

急激に全身へ広がり、心臓や腎臓の機能を悪化させて死に至る場合が多い。  

救出された直後は、症状が特にないケースが多く、重症でも分かりにく 

いため、見落とされてしまう場合 が多い。  
 

ポイント：２時間以内に救出→クラッシュシンドロームにはならない 
救護所へ搬送する損傷   
外傷：切り傷・裂け傷、熱傷、打撲・脱臼・骨折（骨の露出が無い） 
災害現場で止血や骨折の固定などの応急処置をしてから救護所に運ぶ。 
当面は治療を行わなくても、生命には問題がないと判断できるようなケガは、全て軽症と判定し、応急処 
置をおこなう。 

クラッシュシンドローム（圧挫症候群）＊ 
・２時間以上挟まれていた・圧迫四肢の運動・感覚神経障害（麻痺）があったら、クラッシュ 

シンドロームの可能性があるので病院に運ぶ。 
・長時間挟まれていた人を救助するときは、できるだけたくさんの水分を飲ませながら救出し、 

病院へ搬送する時も水分を飲ませ続ける。必ず、点滴と透析のできる救護病院へ運ぶ。 

創傷 （止血できない、きれいに洗えない場合） 
・圧迫止血をしても出血が止まらない傷 
・深い傷（筋肉が裂けている、骨が見えている 、深い刺し傷） 
・傷の奥に砂やガラスなどが残っている、きれいに洗えない傷 
・動物に咬まれた傷 
＊ものが刺さっている場合は、抜かずに救護病院へ搬送する。 

骨折・脱臼 （出血が多く化膿する危険が大きい場合） 
・開放性骨折・開放性脱臼（骨が外に飛び出している骨折や脱臼） 
・骨盤骨折や複数ヶ所の下肢骨折  
・患部の腫れや出血が著明で大血管の損傷の合併が疑われる場合  

やけど（熱傷） （広範囲の場合） 
・水ぶくれの部分（第Ⅱ度）や皮膚が熱で固まってしまい、 
感覚がない（第Ⅲ度）部分の合計が次のいずれかの場合。 
両腕の範囲より広いやけど（体の表面の２０%以上） 

子供や高齢者では片腕の範囲より広いやけど（１０%以上） 

 
・第Ⅲ度の部分では小範囲であっても皮膚としての保護作用が 
無くなっているため感染を起こしやすい。 

・顔面の熱傷では、熱気を吸い込んで気道熱傷を起こしている 
恐れがある。 
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災害時の応急手当  
災害時は応急手当に必要な資機材が不足するので、身の回りの物でうまく代用して処置を行う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

傷の手当（湿潤（ラップ）療法） 
１．止血 
２．水で洗う（目的は傷の汚れを取る） 
３．水をふき取る 
４．ラップを貼る（あればワセリンをラップに塗る） 
５．絆創膏でとめる（ビニールテープでも良い） 
６．毎日洗ってラップを貼り替える 
 
＊水が足りない場合、プールや沢の水など比較的きれいな水で 

汚れを洗い落としてから仕上げに飲み水で洗う。 
十分に洗えない場合は、ラップを貼らないこと。（化膿するため） 

やけど（熱傷） 小範囲熱傷、（体表面積の 10％以内で）気道熱傷を含まないもの 
１．冷却する 流水で冷やす。衣服はそのままにする。汚れがあれば洗い流す。 

冷やすことで、熱傷部分の浮腫（腫れ）や組織の変化を押さえ、痛みも楽にする 
２．熱傷部分をきれいなガーゼやタオルで被う 
３．水ぶくれは破らないように注意する（破れていたら湿潤療法） 
 

＊赤くなっただけの熱傷（第Ⅰ度）は災害時なら必ずしも応急手当てが必要ではない 
（冷却シートの類では効果がなく皮膚が損傷するので注意） 

 

止血操作（直接圧迫止血法） 
・布、ハンカチ、ガーゼなどを直接傷にあててしっかり圧迫する。 

あてる布類はできるだけ清潔な物を使う。 
・片手で止血できないときは、両手で体重をかけて押さえる。強く 

押しても血がにじんでくるような時は、出血箇所を直接押さえて 
いない時が多いので、もう一度傷口を確認しピンポイントで押さ 
える。 

＊止血できない場合は、損傷している血管が太く、多量の出血が見 
込まれるため止血しながら病院へ搬送する。 

＊感染防止のため、血液に直接触れないよう、ビニール(またはゴム) 
の手袋を着用する。手袋がない場合はビニール袋を使用する。 
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救命処置 （心肺蘇生法）  

呼吸や心拍が殆ど停止しており、救命の可能性が極めて少ない負傷者の場合、平常時なら医療スタッフや機材、 
薬剤を総動員して心肺蘇生を試みるが、災害時には、黒タッグと判定し、敢えて心肺蘇生などの救命措置は断念 
する。救命の可能性が極めて少ない負傷者に救命措置を実施しても、結局、そのような負傷者は殆ど全てが死亡 
してしまうだけでなく、その結果「普段なら助けられるはずの負傷者」への処置までもが後手に回り、何人もの 
命が失われかねない。 

 
 
 
 
 

黒タッグと判定された場合、付き添ってきた家族の方に人工呼吸と心マッサージを教え、実施してもらうことも 
あり得る。実際、その場に医療スタッフが十分いても、その程度の対応しかできない。                              

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

骨折・脱臼 
１．固定 骨折や脱臼の痛みを軽くする 
２．冷却 出血や腫れの防止、痛みが軽くなる 

氷や冷却まくらなどをタオルに包んで冷やすこと（冷却シートの類では効果がないので注意） 
 

ポイント 
・変形している場合、血管や神経を傷つける恐れがあるので、骨折や脱臼を元に戻そうとしない。 
・変形や痛みが強く動けない場合、救護所や病院へ搬送し対応をゆだねる。 
・そえ木（副子）は、週刊誌、段ボール、傘、杖など、なんでもよい。 
・骨折部の上下の 2 関節を固定できる長さのものを使う。 
・固定するときは、傷病者の顔色や表情を確認しながら固定する。 
・くるぶしなど突起の部位では当て物をあてがい、圧迫や摩擦の痛みを感じないようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・胸骨圧迫の深さは、５cm 以上で６cm を超えないこと。 

・胸骨圧迫のテンポは 100～120/分の速さでおこなうこと。 

・圧迫ごとに胸壁を元の高さまで戻すこと。 

・胸骨圧迫の中断は最小限（10 秒以内）にすること。 

・CPR トレーニングを受けていない市民救助者はハンズ・オンリー・CPR（胸骨圧 

迫のみ）を実施すること。 

黒 
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参考（平常時の救命処置）心肺蘇生法フローチャート（感染症流行期の手順） 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

                                    日本循環器学会 

 

 

 

 

 

普段通りの呼吸はあるか？ 

具合を尋ねる 

直ちに胸骨圧迫を開始する 

強く（約 5 ㎝） 

速く（100～120 回/分） 

絶え間なく（中断を最小にする） 

大声で応援を呼ぶ 

119 番通報・AED 依頼 

通信指令員の指示に従う 

安全確認 

様子を見ながら 

応援・救急隊を待つ 

反応はあるか？ 

AED 装着 

 

ただちに 

胸骨圧迫から再開 

電気ショック 

ショックの後ただちに 

胸骨圧迫から再開 

救急隊に引き継ぐまで、または傷病者に普段どおりの呼吸や 

目的のあるしぐさがみられるまで続ける 
 

救急隊の到着後に、傷病者を引き継いだ後は、 

速やかに石鹼と流水で手と顔を十分に洗う 

強く、速く、絶え間なく胸骨圧迫を！ 

・傷病者の顔に近づきすぎない事 

・胸骨圧迫を開始する前にマスクや 

タオルなどで傷病者の鼻と口を覆う 

救助者もマスクを着用する 

可能な限り日常的にマスクを装着しておく 

・成人には人工呼吸の技術と意思があっても実施しない 

・乳児・小児には、技術と意思があれば人工呼吸を組み 

合わせても良い。感染防護具があれば使用する 

小児は胸の厚さの約 1/3 

あり 

あり 

なし・判断に迷う 

なし・判断に迷う 

必要なし 必要あり 

JRC 蘇生ガイドライン 2020 より引用 

心電図解析 

電気ショックは必要か？ 
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【避難者集計表】 

一般教育棟、 

学生ホール、 

図書館 避難者 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

計   人 
 

 

【避難者集計表】 

国際関係学部棟 

避難者 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計   人 
 

【避難者集計表】 

経営情報学部棟 

避難者 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計   人 
 

 

 

 

 

【避難者集計表】 
食品栄養科学部棟 

避難者 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

計   人 
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【避難者集計表】 

食品栄養科学部２号棟 

避難者 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計   人 

 

 

 

【避難者集計表】 

薬学部棟 

避難者 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計   人 

 

【避難者集計表】 

看護学部棟 

避難者 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計   人 

 

【避難者集計表】 

その他施設 

避難者 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計   人 
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